
 
1  はじめに 
 春子発生時に乾燥した天候が続いた場合、

散水は発生・生長促進に非常に有効な方法で

す。 
 しかし、水の便が悪いホダ場では集水量が

少なく、長時間散水することはできませんの

で、散水は、節水を心がけて下さい。 
 
２ 散水の時間帯等について 
 （１）時間帯 

早朝または夕方・夜間に行ないま

す。日中に行なうと、気温の上昇とと

もにホダ木の水分が蒸発しやすくな

ってしまいます。 
 （２）間隔 
貯水量が少ない時で、乾燥が続いて

いる場合は３日毎に１回、１時間でも

行なって下さい。 
    なお、吸水効果を高めるために、初

め少し散水してホダ木を湿らせてか

ら本格的に散水を行なうと水分の吸

収が進みます。 
 （３）散水の目安は、新しいホダ木で1割
程度、古いホダ木で2割程度重量が重
くなるまで行います。 

    十分な水量が確保できない場合はホ

ダ木を湿らせる程度でも行なって下

さい。 
 （４）散水後の処置 
散水した後には被覆資材を使用し

てホダ木を覆い水分の蒸発を防ぐよ

うにして下さい。 
    平年より低目の気温ならばビニール

など温度が上がりやすい資材を、高目

ならば断熱効果のあるアルミ蒸着シ

ートなどを使用して下さい。 
３散水の方法 
揚水ポンプを使用する場合と、高い所にタ

ンクを置いて行なう落差式が、主な方法で

す。 
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落差式を使用する場合は、高い所にタ

ンクが設置している必要があります。 
（１）スプリンクラー 
   樹脂製のものはホームセンターで１

基５００円前後で販売されています。

平面に置くものと、地面に突き刺す

ものがあります。地形や使用方法によ

り使いやすい物を選定してください。

 （２）散水チューブ 
   散水用の穴が小さいので砂などが詰

まりやすいのが欠点です。しかし、ホ

ダ場のうち、長くホダ木を組み込んだ

場所では使用しやすい資材です。 
 貯水量が少ない場合には、水圧を弱

めてコックを締め気味にし、点滴状に

ホダ木に散水します。 
この場合には、並べてあるホダ木全

部にかけようとせず、かけやすいホダ

木にだけかけて下さい。 
４ 散水対象ホダ木の選定 
  ホダ場では、ホダ木全部に散水するの

が望ましいところですが、貯水量が少な

い場合は散水対象を絞り込みましょう。

  発生初年度のホダ木（植菌後２年目）

は、ホダ木内に水分があるので、降水 
で発生量が大きく左右される発生２年 
目のホダ木（植菌後３年目）を中心に散

水して下さい。  
５ 散水をより効果的にする作業 
  防風ネットを設置したり水分を蒸発 
させないように被覆資材を活用しまし

ょう。降雨があった直後にも被覆して水

分の蒸発を防ぐ方法もあります。 
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